
 

※家庭での活動は、配当時間外とする。 

みんなの にこにこ 大さくせん 

配当時数 11時間 配当時期 1年 11-12月 教科書ページ 上巻 p76-83 

特に中心となる内容 (2)家庭と生活 

単元の目標 家庭生活に関わる活動を通して、家庭における家族のことや自分でできることなどについて考えるこ

とができ、家庭での生活は互いに支え合っていることが分かり、自分の役割を積極的に果たしたり、

規則正しく健康に気をつけて生活したりしようとする。 
単元の評価規準 知識・技能 

・家庭生活に関わる活動を通して、家庭での生活は互いに支え合っていることが分かっている。 
思考・判断・表現 
・家庭生活に関わる活動を通して、家庭における家族のことや自分でできることなどについて考えて

いる。 
主体的に学習に取り組む態度 
・家庭生活に関わる活動を通して、自分の役割を積極的に果たしたり、規則正しく健康に気をつけて

生活したりしようとしている。 

小単元の目標 学習活動 重点評価規準 

みんなの にこにこ 大さくせん 
いえの 人の ようすを 見て みよう 

①１日の生活を振り返り、家の人が

「にこにこ」しているときを、自分

との関わりの中から探す。 

・さまざまな家庭環境があるため、教

師は事前に、保護者にこの単元のね

らいや活動を知らせ、協力を依頼し

ておく。 
・自分の生活を振り返り、家の人はど

んなときに「にこにこ」しているか

を思い起こしたり、友達の話から想

像したりする。この活動を、家で調

べる活動につなげる。 
②家の人がどんなときに「にこにこ」

しているのか調べる。【家庭での活動

（配当外）】 

・さまざまな家庭環境に配慮して、家

庭で活動する期間は長めに設定する

とよい。 
③家の人が「にこにこ」していたこと

について共有する。 

・教師は「にこにこ」を記録したカー

ドを掲示板などの形でまとめ、児童

どうしで交流できるようにするとよ

い。 

知識・技能 
・自分の生活や家の人の様子を振り返

って、自分の生活の中に、自分や家

の人が「にこにこ」していることや

うれしくなることがあると気付いて

いる。 
・家庭生活において、生活のリズムを

整えている。 
思考・判断・表現 
・家の人の様子を具体的に思い起こし

たり、家の人に話を聞いたりして、

どんなときに「にこにこ」したり、

うれしくなったりしているかを表現

したり、伝え合ったりしている。 
主体的に学習に取り組む態度 
・家の人がもっと「にこにこ」した

り、うれしくなったりする姿を見た

いという願いをもち、積極的に取り

組もうとしている。 

4 時間／上 p76-79 
目標 
家庭生活を振り返り、調べる活動を通

して、自分や家の人の様子を思い起こ

したり、家の人に話を聞いたりするこ

とができ、家庭生活には自分や家の人

の「にこにこ」があることに気づき、

「にこにこ大作戦」に積極的に取り組

もうとすることができるようにする。 

やって みよう、 
にこにこ 大さくせん 

①家庭で調べた家の人の「にこにこ」

について、分かったことや思ったこ

とを伝え合う。 

・教師は児童が見つけた「にこにこ」

を書いたカードをまとめて掲示する

ことで、いろいろな「にこにこ」に

気付けるようにする。 
②「にこにこ」を増やすための計画を

立て、カードに書く。 

知識・技能 
・生活のリズムを整える、掃除をする

などの基本的な生活習慣や技能を身

につけている。 
思考・判断・表現 
・家庭内で自分ができることについ

て、計画を立て、実際にやってみた

り調整したりしながら、活動を進め

ている。 

5 時間／上 p80-81 
目標 
「にこにこ大さくせん」を実施する中

で、計画・実施・調整を行うことがで

き、基本的な生活習慣や技能を身につ

けるとともに、活動を継続的に行った

り、自ら規則正しく健康に気をつけて

内容解説資料 



 

生活したりしようとすることができる

ようにする。 
 
 

・新しいことに挑戦するだけではな

く、これまでに自分がしてきたこと

を続けるという視点ももつようにす

る。 
③計画を実行する。【家庭での活動（配

当外）】 

・さまざまな家庭環境に配慮して、家

庭で活動する期間は長めに設定する

とよい。 

主体的に学習に取り組む態度 
・家庭での生活をよりよくしたいとい

う思いをもって活動を継続的に行っ

たり、自ら規則正しく健康に気をつ

けて生活したりしようとしている。  

にこにこが いっぱい ①計画を実行して、気付いたことや分

かったことを伝え合う。 

・どんな作戦を実行したか、がんばっ

たことやわかったこと、家の人から

の反応などを、伝え合う。 
・「うまくできなかった。」「困ってしま

った。」などの感想が出たら、クラス

で共有し、どうすればうまくできる

かをみんなで考える。 
・教師は、活動が終わったときに保護

者から手紙、あるいはコメントをも

らえるように依頼しておくとよい。 

知識・技能 
・家庭での活動を伝え合う中で、家庭

では互いに支え合って生活している

ことに気付き、自分もその家庭を構

成している大切な一人であることが

分かっている。 
思考・判断・表現 
・これまでの活動について振り返り、

活動の前後を比べて、自分が果たす

役割について考えたり、表現したり

している。 

1 時間／上 p82 
目標 
家庭での活動を伝え合う中で、家庭で

は互いに支え合って生活していること

に気付き、自分もその家庭を構成して

いる大切な一人であることを理解する

とともに、活動の前後を比べて、自分

が果たす役割について考えたり、表現

したりすることができるようにする。 

さくせんは せいこうしたかな 
 

①活動を振り返り、したことや、もっ

とやってみたいことなどを伝え合

う。 

・これまでの記録などを見ながら、友

達との対話の中で活動を振り返り、

本単元でしたことや、もっとやって

みたいことなどを書く。 
・家庭に「にこにこ」が増えると生活

がよりよくなることに気付くととも

に、「にこにこ」を増やすことができ

た自分自身の成長にも気付けるよう

にする。 

主体的に学習に取り組む態度 
・家庭の一員としての役割を担ったこ

とに自信をもち、これからも積極的

に自分ができることを行ったり、規

則正しく健康に気をつけて生活をよ

りよいものにしたりしようとしてい

る。 

1 時間／上 p83 
目標 
家庭の一員としての役割を担ったこと

に自信をもち、これからも積極的に自

分ができることを行ったり、規則正し

く健康に気をつけて生活をよりよいも

のにしたりしようとすることができる

ようにする。 


